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今月のトピックス

http://www.pref.okinawa.jp/site/norin/byogaichubojo/index.html

＜お知らせ＞

＜今月のコラム＞

http://www.pref.okinawa.jp/site/norin/byogaichubojo/documents/ineyo-phero.html

・夏植の植付時におけるイネヨトウの防除対策について

・エルニーニョ/ラニーニャ現象とは

・キク立枯れ性病害の防除対策について

イネヨトウの性フェロモントラップにおける誘殺数の推移について以下URLに掲載しています。

本種は熱帯・亜熱帯地域に分布し、マンゴーの害虫として知られる。幼虫はマンゴー
の新葉を好んで食害するため、発生は新葉の出る時期に多くなる。
成虫の前翅長は11mm、雄の触角は強い鋸状、前翅は濃紫赤色、後翅は白色、外
縁部は紫赤色である。卵は新葉に産まれ、ふ化幼虫は新葉を食害する。老齢幼虫は
体色に薄緑色や紫色等の変異があり、昼間葉陰や葉梢の陰の部分に隠れ、夜間葉
を食害するようになる。終齢幼虫は地面に下り地際付近の枯葉の中で蛹化する。
施設内への侵入を防ぎ、早期に発見・捕殺することが重要である。
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